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道路防災ドクター・橋梁防災ドクター制度

①現地診断による技術的課題の解決
②対策方針の助言を受け設計への反映
③若手ドクターの育成
④職員技術力の向上

ドクター

・事務所（副所長、管理課長他）
・出張所（所長、係長）
・若手技術者

・道路保全企画官
・道路構造保全官等
・技術事務所

診断及び助言

設計・施工
管理

マネジメント
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防災ドクター制度

近畿地方整備局管内が管轄する道路の災害を防止し、良好な道路の保全に資するため、
専門的な知識を有する学識経験者等により、道路構造、法面安定等道路機能確保に必要
な点検方法やその対策等に関する事項を、専門的観点から助言指導を受け、地域の災害
特性に応じたより適切な道路防災対策を推進する事を目的として平成5年度に設立し、現在
(H29.7)１９名の学識経験者より構成。

①防災点検の実施方法について、専門的・技術的な立場から、留意点等の指導・助言
②危険箇所の調査方法や対策方法の選定等に当たっての指導・助言
③上記①、②項目について必要に応じ現地における指導・助言
④その他、防災対策などに関する全般的な技術の留意点等についての指導・助言

道路防災対策連絡会 道路防災ドクターによる現地診断 道路防災ドクターによる講評状況
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近畿地方整備局管内において管轄する道路橋の損傷の補修や予防的な修繕などの実施により道
路橋の長寿命化を図るため、道路橋の損傷補修などについての専門的な知識を有する学識経験者
より損傷把握に必要な点検、損傷の程度の診断、補修方法等についての技術的助言指導を受け、
道路橋の適切な維持管理に資することを目的として平成１６年度に設立し、現在（H29.7）２８名の学
識経験者より構成。

① 橋梁点検の実施方法について、専門的・技術的な立場から、留意点等の指導・助言
② 橋梁補修、補強等についての調査方法や対策方法の選定等にあたっての指導・助言
③ 上記①、②項目について必要に応じ現地における指導・助言
④ その他、橋梁に関する全般的な技術の留意点等についての指導・助言

橋梁ドクター連絡会 橋梁ドクターによる現地診断状況

橋梁ドクター制度
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道路施設の点検・診断等の支援に関する協定書

●目的
確実な点検等の履行と職員の技術向上を図ることを目的とする。

●具体的な支援の内容
１）道路施設の定期点検の指導、助言
２）道路施設の定期点検の健全性判定の指導、助言
３）措置が必要とされる道路施設に対する対策方針（修繕方法、詳細調査の必要性等）に関する指導、助言
４）研修や講演会への協力

（平成29年3月31日 調印式）

協 定 書 （コンクリート診断士会）
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平成２９年度 福井県道路メンテナンス研修

●道路インフラの長寿命化対策を進めていく上で重要な点検技術の向上や補修技術の継承に向けて、「福井県道路メ
ンテナンス会議」の取組みとして、平成２６年度から「福井県道路メンテナンス研修」を開始した
・開 催：平成２６年度１２回開催（４４５名参加）、 平成２７年度５回開催（２７４名参加）、平成２８年度６回開催（３４８名参加）
・協 力：福井大学、金沢大学ＳＩＰ、金沢工業大学、福井県コンクリート診断士会、（一）日本橋梁建設協会、

（一）ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会
・報道機関：福井新聞、県民福井、建設工業新聞、ＮＨＫ，福井テレビなど

●平成２９年度 研修計画
・道路施設の点検や補修に特化した研修を実施
・市町が必要とする実務的な研修を実施
・外部講師（学識経験者や専門協会）を招いて専門的な研修を実施

Ｈ２６年度 第６回研修

国道２７号 橋梁点検（国交省）

Ｈ２８年度 第４回研修

新武生トンネル 点検・補修（国交省）

Ｈ２９年度 第１回研修

橋梁点検マニュアル（福井県・建設技術公社）

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

平成２９年５月２６日、２９日 平成２９年６月１２日、１５日 第2四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

内　容
・福井県橋梁点検マニュアル
・Ｈ２８定期点検結果報告会

・現場研修会
　（県、市町管理の実橋で点検）

・現場研修会
　（補修工事）

・積算研修
　（点検歩掛、仮設）

・コンクリート橋の点検と補修
・トンネルの点検と補修

・鋼橋の点検と補修

講　師
・道路保全課
・建設技術公社

・道路保全課
・建設技術公社

・国土交通省
・土木事務所

・市町

・道路保全課
・土木事務所

・国土交通省
・学識経験者

・コンクリート診断士会

・（一社）橋梁建設協会

備　考 ・嶺北、嶺南で実施 ・嶺北、嶺南で実施

平成２９年度福井県道路メンテナンス研修計画

実施
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平成２９年度 道路構造物管理実務者研修

対 象：自治体職員及び直轄職員
予定人数：140名
Ｈ２９時期：橋梁初級Ⅰ １期：Ｈ29.5.29～6.1

２期：Ｈ29.7.18～7.21
３期：Ｈ28.9.19～9.22

橋梁初級Ⅱ Ｈ29.11.14～11.17
トンネル Ｈ29.10.2～10.4

試 験：橋梁初級Ⅰ研修で達成度試験を実施

近畿地方整備局では地方公共団体の職員の技術力育成のため、点検要領に基づく点検に必要な
知識・技能等を取得するための研修を実施している。（近畿技術事務所で開催）

福井県内の地方公共団体職員の参加人数

県 4 9 3 9

市町 3 11 12 15

計 7 20 15 24

県 2 1 3 3

市町 0 0 0 0

計 2 1 3 3

9 21 18 27合計

橋梁Ⅰ・Ⅱ

トンネル

H26 H27 H29(予定)道路管理者研修名 H28
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Ｈ２８年度実績 学生向け現場見学会
・日時：平成28年11月14日（月）
・講師：福井道路メンテナンス会議事務局

福井県コンクリート診断士会
ジビル調査設計㈱

・参加者：福井大学、福井工業大学、福井高専
の学生33名

・内容：非破壊検査機器実習
高所作業車を用いた点検実習
インフラ用ロボットの実演

将来の技術者として構造物の建設・維持・管理技術を学ぶ学生の皆さんへ、橋
や トンネルの点検・補修技術を直接現地で学習してもらうことを目的に現地学習会
を開催予定。

日 時 ： 平成２９年１０月中旬
講 師 ： 福井県道路メンテナンス会議事務局

福井県コンクリート診断士会
開催場所 ： 国・県管理道路の補修工事実施中の現場から抽出
対 象 ： 福井県内で土木工学を専攻する大学生や高専生
内 容 ： 構造物の劣化状況や補修工事の説明

コンクリートの打音検査等の体験

平成２９年度 広報計画 （学生向けの現地学習会）

板垣橋 点検実習状況
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目地シール工

補修前 補修後

根上がり対策

福井しあわせ元気国体・大会に向けた道路美化
・維持管理の充実を図るとともに、福井しあわせ元気国体・大会に向けて、競技会場等へのアクセス道路
においては、重点的に除草や根上がり対策、舗装補修等の道路美化を推進
・国体以降は、同様の維持管理水準を維持していく予定

プラス１回 （適切な除草頻度を設定）
競技会場周辺は、必要に応じて目地シー
ル工を実施

プラス１回 （適切な除草頻度を設定）

原則従来どおり
過度の剪定（強剪定）は行わない。
必要最小限の剪定に努め、美しい樹形の
確保を図る

空きますや樹木周りに多年草（ガザニア、
ナデシコ等）を植栽
アクセス道路沿線の自治会や企業に広く
活動を呼びかけ（目標：８０団体）

通学路等における歩道の修繕に加え、
競技会場周辺（半径５００ｍ程度）を重点
的に補修＜H２９＞１２０箇所程度

従前の舗装補修に加え、
競技会場等へのアクセス道路において、
重点的に舗装補修を実施
＜H２９＞５ｋｍ（４０，０００ｍ２）程度

車歩道除草
年間 ０～１回

◆植樹ます内の除草
年間 １～３回

◆高木剪定
年間 １～２回（生長の早い木、狭幅員

歩道に植えられた木など）
複数年に１回（常緑樹など）

◆花いっぱい運動（道守活動）
沿線自治会等の申し出により実施

（県内６４団体）（H２８実績）

根上がり対策（歩道の修繕）
年間５～６箇所程度

舗装補修
年間２７ｋｍ程度

＜これまで＞ ＜H２９～３０年度＞

アクセス道路における花いっぱい運動

（下線部：国体に向けた対策）

対策後

対策前

福井県土木部
道路建設課・道路保全課

景観に配慮した街路樹の剪定

剪定前 剪定後
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